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特集―企業再編、M&Aと労働問題 

　
日
本
企
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と
景
気
の
長

期
低
迷
を
受
け
不
良
債
権
が
一
挙
に
増
大
し
、

九
〇
年
以
降
企
業
倒
産
件
数
は
、
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
た（
図
１
）。
こ
う
し
た
厳
し
い

経
営
環
境
を
反
映
し
て
、
企
業
再
編
の
必
要

性
が
高
ま
り
、
企
業
は
、
営
業
譲
渡
、
合
併
、

会
社
分
割
等
を
活
発
に
行
う
よ
う
に
な
っ
て

き
た（
図
２
・
３
）。
一
方
、
組
織
再
編
や
企

業
再
生
を
促
進
・
支
援
す
る
た
め
、
数
度
に

わ
た
る
商
法
改
正
や
民
事
再
生
法
の
制
定
な

ど
の
法
整
備
が
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
相
次

い
で
進
め
ら
れ
、
企
業
組
織
再
編
に
関
わ
る

法
的
な
枠
組
み
は
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
感
が
あ
る
。 

 

最
近
、
敵
対
的
買
収
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
新
た
な
動
向
に
と
ど

ま
ら
ず
、
企
業
が
生
き
残
り
を
か
け
て
、
組

織
を
再
編
す
る
動
き
は
、
引
き
続
き
活
発
化

が
見
込
ま
れ
る
。 

 

な
お
、
本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
＆
Ａ
（M

er-
gers

＝
合
併
、Acquisitions

＝
買
収
）を
図

４
の
よ
う
に
形
態
別
に
分
類
し
、「
営
業
譲
渡
」

「
合
併
」「
会
社
分
割
」「
買
収
」
に
伴
う
労

働
契
約
の
扱
い
や
、
位
置
づ
け
を
整
理
す
る
。 

  

　
組
織
再
編
を
促
す
た
め
の 

　
法
制
度
の
整
備 

　
企
業
組
織
再
編
の
活
発
化
を
促
進
し
た
法

制
度
整
備
の
経
緯
を
振
り
返
る
。
制
度
整
備

の
第
一
弾
は
、
一
九
九
七
年
の
独
占
禁
止
法

改
正
に
よ
る
純
粋
持
株
会
社
解
禁
と
商
法
改

正
に
よ
る
合
併
手
続
き
の
簡
素
化
・
合
理
化

だ
っ
た
。
引
き
続
き
九
九
年
に
は
完
全
子
会

社
を
つ
く
り
や
す
く
す
る
株
式
交
換
・
移
転

制
度（
商
法
改
正
）が
創
設
。
事
業
の
再
構
築

を
支
援
す
る
産
業
活
力
再
生
特
別
措
置
法
も

制
定
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
の
民
亊
再

生
法
の
制
定
、
二
〇
〇
一
年
の
会
社
分
割
制

度
の
導
入（
商
法
改
正
）、
さ
ら
に
二
〇
〇
三

年
に
は
企
業
再
建
を
迅
速
化
・
合
理
化
す
る

た
め
に
会
社
更
生
法
が
改
正
さ
れ
る
な
ど
、

制
度
整
備
が
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
た（
表
１
）。 

 

そ
し
て
現
在
、
こ
う
し
た
法
改
正
の
集
大

成
と
も
い
え
る
会
社
法
の
改
正
が
国
会
で
審

議
中
だ
。
商
法
の
う
ち
会
社
に
関
す
る
部
分

を
体
系
化
し
、
「
新
会
社
法
」
と
し
て
独
立

法
制
化
す
る
も
の
で
、
来
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
見
通
し
だ
。
新
法
で
は
、
有
限
会
社

制
度
の
廃
止
と
、
そ
れ
に
伴
う
株
式
譲
渡
制

限
会
社
と
有
限
会
社
と
の
ル
ー
ル
の
一
体
化
、

最
低
資
本
金
規
制
の
撤
廃
、
株
式
制
度
に
係

る
改
正
な
ど
、
会
社
制
度
に
関
す
る
大
幅
な

法
律
改
正
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、

①
合
併
等
対
価
の
柔
軟
化
②
簡
易
組
織
再
編

の
要
件
大
幅
緩
和
③
組
織
再
編
の
際
の
資
本

金
、
剰
余
金
の
計
上
ル
ー
ル
の
変
更
―
―
と

い
っ
た
、
企
業
組
織
再
編
を
さ
ら
に
円
滑
化

さ
せ
る
た
め
の
制
度
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
法
改
正
に
よ
り
企
業
組
織
の
再
編
が
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

   

合
併
、
会
社
分
割
と 

　
労
働
契
約
の
承
継 

　
企
業
組
織
再
編
を
行
う
場
合
、
そ
の
具
体

的
手
法
と
し
て
、
営
業
譲
渡
、
合
併
、
会
社

分
割
等
の
ス
キ
ー
ム
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
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る
。
各
ス
キ
ー
ム
を
用
い
て
企
業
組
織
再
編

を
行
う
場
合
、
雇
用
・
労
働
関
係
面
で
は
、

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
二
つ
以
上
の
会
社
が
契
約
に
よ
り

、

一
つ
の
会
社
に
な
る
合
併
は
、
①
新
設
合
併

（
Ａ
社
と
Ｂ
社
が
解
散
し
て
新
た
に
Ｃ
社
を

設
立
す
る
）
②
吸
収
合
併
（
Ｂ
社
が
Ａ
社
に

吸
収
さ
れ
る
）
―
―
に
大
別
さ
れ
る（
図
６
）。

合
併
に
伴
う
労
働
契
約
は
、
商
法
一
〇
三
条

に
よ
り
包
括
承
継
さ
れ
る
。
包
括
承
継
と
は
、

全
て
の
権
利
義
務
関
係
が
合
併

前
の
状
態
で
合
併
後
の
会
社
に

承
継
さ
れ
る
こ
と
。
合
併
前
の

会
社
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て

も
、
労
働
者
や
会
社
の
意
向
に

関
わ
ら
ず
、
合
併
し
た
会
社
に

承
継
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
労

働
条
件
や
労
働
協
約
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
は
そ
の
ま
ま
維

持
さ
れ
る
た
め
、
一
般
的
に
労

働
者
へ
の

不
利
益
は

生
じ
な
い

と
見
な
さ

れ
て
い
る
。 

 

た
だ
し

、

合
併
の
場

合
、
従
前

の
会
社
の

労
働
条
件
・
労
働
協
約

が
承
継
さ
れ
る
と
、
複

数
の
労
働
条
件
・
労
働

協
約
が
併
存
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
そ
の
調

整
・
変
更
・
平
準
化
が

問
題
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。 

 

一
方
、
会
社
の
営
業

の
全
部
も
し
く
は
一
部

を
他
会
社
に
承
継
さ
せ

る
会
社
分
割
（
図
７
）

で
は
、
分
割
対
象
と
な

る
営
業
を
構
成
す
る
も

の
と
し
て
分
割
計
画
書

（
あ
る
い
は
分
割
契
約

書
）
に
記
載
さ
れ
た
権

利
義
務
は
一
括
し
て
承

継
さ
れ
る
（
商
法
三
七

三
条
お
よ
び
第
三
七
四
条
の
一
六
）。
こ
の

た
め
、
会
社
分
割
が
行
わ
れ
た
場
合
、
分
割

会
社
に
属
す
る
労
働
者
が
承
継
（
あ
る
い
は

新
設
）
会
社
に
移
転
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
分
割
計
画
書
等
に
記
載

さ
れ
た
労
働
者
が
移
転
対
象
に
な
る
「
部
分

的
包
括
承
継
」
の
考
え
方
を
取
っ
て
い
る
。

分
割
計
画
書
等
に
当
該
労
働
者
の
労
働
契
約

が
書
き
込
ん
で
あ
れ
ば
、
労
働
者
の
意
向
に

関
係
な
く
、
承
継
会
社
等
に
移
転
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
。
さ
ら
に
、
計
画
書
に
は
承
継
対

象
の
範
囲
を
自
由
に
記
載
で
き
る
た
め
、
特

定
の
労
働
者
を
承
継
か
ら
排
除
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
そ
こ
で
、
会
社
分
割
に
つ
い
て
は

二
〇
〇
一
年
の
商
法
改
正
に
伴
い
制
度
創
設

と
同
時
に
、
「
労
働
契
約
承
継
法
」（
１
）や
こ

れ
に
基
づ
く
指
針
等
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
労
働
契
約
承
継
法
」
は
承
継
さ
れ
る
労

働
者
の
範
囲
を
定
め
て
お
り
、
「
承
継
さ
れ

る
営
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
労
働
者
」
の

労
働
契
約
は
、
分
割
計
画
書
等
に
記
載
さ
れ

た
労
働
者
は
当
然
移
転
さ
れ
、
記
載
さ
れ
な 
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か
っ
た
労
働
者
に
つ
い
て
も
異
議
申
立
件
を

行
使
す
れ
ば
設
立
会
社
等
に
移
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
、
「
承
継
さ
れ
る
営
業
に

従
と
し
て
し
か
従
事
し
て
こ
な
か
っ
た
労
働

者
」
に
つ
い
て
は
分
割
計
画
書
等
に
記
載
さ

れ
な
い
労
働
者
は
分
割
会
社
に
残
留
。
分
割

計
画
書
等
に
記
載
さ
れ
た
労
働
者
も
異
議
申

立
権
の
行
使
で
分
割
会
社
に
残
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。 

 

　 　
営
業
譲
渡
と 

　
労
働
契
約
の
承
継 

　
図
５
の
よ
う
に
、
あ
る
会
社
が
、
自
社
の

営
業
部
門
（
全
部
ま
た
は
一
部
）
を
契
約
に

よ
っ
て
他
の
会
社
に
移
転
さ
せ
る
営
業
譲
渡

は
、
雇
用
・
労
働
条
件
の
承
継
、
労
働
組
合

等
と
の
協
議
の
あ
り
方
と
い
う
点
に
お
い
て
、

法
的
な
ル
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今

な
お
議
論
の
余
地
を
残
し
て
い
る
企
業
組
織

再
編
ス
キ
ー
ム
だ
。
営
業
譲
渡
に
よ
る
事
業

部
門
の
分
離
は
、
債
権
者
の
個
別
的
な
同
意

と
い
う
複
雑
な
権
利
義
務
の
移
転
手
続
（
特

定
承
継
）
が
必
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
営
業

を
構
成
す
る
権
利
義
務
が
個
別
的
に
承
継
さ

れ
る
た
め
、
労
働
者
の
労
働
契
約
の
承
継
も
、

譲
渡
当
事
者
た
る
会
社
間
で
労
働
契
約
の
譲

渡
の
合
意
が
な
さ
れ
、
か
つ
労
働
者
の
同
意

を
得
て
は
じ
め
て
実
現
す
る
。
こ
れ
は
商
法

上
、
営
業
譲
渡
は
商
人
が
行
う
取
引
行
為
と

同
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
だ
。
こ

れ
に
対
し
て
、
前
述
の
企
業
分
割
制
度
は
合

併
と
同
じ
く
、
組
織
法
上
の
行
為
で
あ
り
、

こ
こ
が
手
続
き
上
大
き
な
差
と
な
る
。
営
業

譲
渡
に
関
わ
る
権
利
義
務
関
係
を
規
定
し
て

い
る
の
が
民
法
第
六
二
五
条
の
「
使
用
者
は
、

労
働
者
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
使
用
者
の
持
っ

て
い
る
権
利
義
務
関
係
を
第
三
者
に
譲
渡
で

き
な
い
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
譲
受
会
社
に
移
転
し
た
く
な
い

労
働
者
は
移
転
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

が
、
そ
の
一
方
で
譲
受
会
社
に
移
転
し
た
い

労
働
者
が
会
社
間
の
営
業
譲
渡
契
約
に
よ
り

移
転
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て

し
ま
う
。
営
業
譲
渡
に
伴
う
労
働
契
約
承
継

の
立
法
措
置
は
な
く
、
裁
判
所
の
判
例
解
釈

に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
個
別
事
例
ご
と
に
解
決

し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。 

 

組
織
再
編
時
の
法
的
措
置
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
た
厚
生
労
働
省
「
企
業
組
織
変

更
に
係
る
労
働
関
係
法
制
等
研
究
会
報
告
」

（
二
〇
〇
〇
年
二
月
一
〇
日
発
表
）（
２
）及
び

同
「
企
業
組
織
再
編
に
伴
う
労
働
関
係
上
の

諸
問
題
に
関
す
る
研
究
会
報
告
」（
二
〇
〇
二

年
八
月
二
二
日
発
表
）（
３
）は
、
と
も
に
、
営

業
譲
渡
に
伴
う
労
働
契
約
の
取
扱
い
等
に
つ

い
て
特
段
の
立
法
措
置
は
不
要
と
し
た
。
後

者
で
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
営
業
譲
渡

の
法
的
性
格
、
そ
の
経
済
的
意
義
、
我
が
国

の
雇
用
慣
行
、
営
業
譲
渡
や
そ
れ
に
類
す
る

事
業
・
施
設
の
譲
渡
の
多
様
性
を
考
慮
す
れ

ば
、
一
律
な
ル
ー
ル
設
定
は
困
難
で
あ
る
②

解
雇
規
制
に
関
し
て
判
例
に
よ
る
権
利
濫
用

法
理
で
し
か
対
応
が
な
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、

営
業
譲
渡
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継
の
ル
ー

ル
の
み
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
は
バ
ラ
ン
ス

を
失
す
る
面
が
あ
る
③
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総

合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
営
業
譲
渡
の
際
の
労

働
契
約
関
係
の
承
継
に
つ
い
て
、
法
的
措
置

を
講
ず
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
―
―
と
し

て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
「
我
が
国
に
お
い
て
、
企
業
組

織
再
編
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
円
滑
に
企
業
組
織
再

編
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
企
業
が
判
例
法

理
を
含
め
た
現
行
の
法
的
枠
組
み
を
踏
ま
え
、

労
働
関
係
に
配
慮
し
つ
つ
対
応
す
る
と
と
も

に
、
労
使
間
で
十
分
な
情
報
提
供
、
協
議
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
し
、

「
企
業
組
織
再
編
に
当
た
っ
て
、
企
業
が
講

ず
べ
き
措
置
、
配
慮
す
べ
き
事
項
等
に
関
す

る
指
針
を
策
定
し
、
そ
の
周
知
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
と
提
言
し
て
い
る
。 

   

事
業
再
生
と
営
業
譲
渡 

　
事
業
再
生
の
た
め
の
法
的
整
理
ス
キ
ー
ム

で
あ
る
民
事
再
生
法
、
改
正
会
社
更
生
法
な

ど
で
は
、
企
業
再
建
の
た
め
の
営
業
譲
渡
に

関
わ
る
労
働
組
合
等
と
の
協
議
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
規
程
し
て

い
る
。 

  

　（
１
）民
事
再
生
法 

　
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
和
議
法
が
廃
止
さ
れ
、

主
と
し
て
中
小
企
業
の
再
生
を
目
的
と
し
た

民
事
再
生
法
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

企
業
は
、
破
綻
前
の
自
主
再
建
が
可
能
に
な

っ
た
。 

 

企
業
再
建
に
向
け
て
、
営
業
譲
渡
す
る
場

合
に
は
、
裁
判
所
の
許
可
が
必
要
だ
が
（
同

法
四
二
条
一
項
）、
株
主
総
会
の
特
別
決
議

が
不
要
に
な
っ
た
。
裁
判
所
に
よ
る
営
業
譲

渡
の
許
可
は
、
「
事
業
の
再
生
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
」
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
裁
判
所
が
許
可
す
る
場
合
、

再
生
債
権
者
お
よ
び
労
働
組
合
な
ど
か
ら
の

意
見
聴
取
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
（
同
法

四
二
条
二
項
・
三
項
）、
こ
れ
ら
の
意
見
聴

取
の
手
続
き
を
経
な
い
営
業
譲
渡
は
無
効
と

な
る
。 

 

ま
た
、
労
働
組
合
な
ど
に
対
し
て
は
、
雇

用
と
労
働
条
件
の
確
保
、
営
業
譲
渡
が
会
社

の
事
業
の
再
生
の
た
め
に
必
要
な
の
か
ど
う

か
、
な
ど
に
つ
い
て
書
面
を
も
っ
て
明
確
に

意
見
を
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。 

   

（
２
）産
業
再
生
機
構
法 

　
株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
は
、
二
〇
〇
二

年
一
二
月
に
決
定
さ
れ
た
、
政
府
の
「
企
業
・

産
業
再
生
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
受
け
、

二
〇
〇
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。 

 

機
構
の
目
的
は
、
金
融
機
関
等
の
不
良
債

権
処
理
を
促
進
し
、
有
用
な
経
営
資
源
を
有

し
な
が
ら
過
大
な
債
務
を
負
っ
て
い
る
事
業

者
に
対
し
、
雇
用
の
安
定
等
に
配
慮
し
つ
つ
、

過
剰
供
給
構
造
そ
の
他
の
当
該
事
業
者
の
属

す
る
事
業
分
野
の
実
態
を
考
慮
し
な
が
ら
、

事
業
の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

同
法
の
な
か
で
労
働
組
合
等
と
の
協
議
に

つ
い
て
は
、
「
再
生
支
援
を
決
定
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の

再
生
支
援
に
係
る
申
し
込
み
を
し
た
事
業
者

に
お
け
る
事
業
再
生
計
画
に
つ
い
て
の
労
働

者
と
の
協
議
の
状
況
等
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

　（
３
）改
正
会
社
更
生
法 

　
会
社
更
生
法
が
全
面
改
訂
さ
れ
、
二
〇
〇

三
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。 

 

改
正
法
の
目
的
は
、
経
済
的
に
窮
境
に
あ

る
大
規
模
な
株
式
会
社
の
迅
速
か
つ
円
滑
な

再
建
を
可
能
と
す
る
た
め
の
、
会
社
更
生
手

続
き
の
迅
速
化
・
合
理
化
で
あ
る
。 

 

改
正
会
社
更
生
法
で
は
、
会
社
更
生
手
続

き
に
お
け
る
労
働
組
合
等
の
関
与
が
大
幅
に

拡
大
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。 

 

・
裁
判
所
は
、
更
生
手
続
開
始
の
申
立
棄

却
・
開
始
決
定
に
際
し
て
労
働
組
合
等
（
過

半
数
組
合
ま
た
は
過
半
数
代
表
者
で
あ
る
過

半
数
労
働
者
代
表
）
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ

と
（
法
二
二
条
一
項
）。 

 

・
裁
判
所
は
、
営
業
譲
渡
許
可
、
更
生
計
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画
の
認
可
・
不
認
可
決
定
に
際
し
て
労
働
組

合
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
（
法
四
六
条

三
項
、
法
一
九
九
条
五
項
）。 

 

・
裁
判
所
は
、
債
権
者
集
会
の
期
日
を
労

働
組
合
に
通
知
す
る
こ
と
（
法
一
一
五
条
三

項
） 

 

・
財
産
状
況
報
告
集
会
に
お
い
て
労
働
組

合
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
法

八
五
条
三
項
）。 

 

・
裁
判
所
は
、
更
生
計
画
案
に
つ
い
て
労

働
組
合
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
（
法
一

八
八
条
）。 

 

・
裁
判
所
は
、
更
生
計
画
の
認
可
・
不
認

可
の
決
定
結
果
を
労
働
組
合
等
に
通
知
す
る

こ
と
（
法
一
九
九
条
七
項
）。 

 

な
お
、
旧
会
社
更
生
法
で
は
、
労
働
組
合

の
関
与
に
つ
い
て
の
条
項
は
、
「
裁
判
所
は
、

更
生
計
画
案
に
つ
い
て
労
働
組
合
等
の
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
（
法
一
九
五
条
）」
と
規

定
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。 

 

   

投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る 

　
企
業
買
収
と
労
使
関
係 

　
純
粋
持
株
会
社
解
禁
に
伴
う
労
使
関
係
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
旧
労
働
省
の
「
持
株

会
社
解
禁
に
伴
う
労
使
関
係
懇
談
会
」
が
一

九
九
九
年
一
二
月
、
団
体
交
渉
当
事
者
と
し

て
の
持
株
会
社
の
使
用
者
性
の
問
題
に
つ
い

て
「
こ
れ
ま
で
の
判
例
の
積
み
重
ね
を
踏
ま

え
た
現
行
法
の
解
釈
で
対
応
す
る
こ
と
が
適

当
」
な
ど
と
す
る
中
間
ま
と
め
を
発
表
し
て

い
る
。 

 

一
方
、
新
た
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い

る
の
が
投
資
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
っ
て
買
収

さ
れ
た
企
業
に
お
け
る
労
使
関
係
の
あ
り
方

で
あ
る
。
図
８
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
企
業

に
対
す
る
投
資
件
数
は
、
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
な
か
、
短
期
間
な
企
業
価
値
・
利
益
の

向
上
と
目
的
と
し
、
純
粋
持
株
会
社
と
は
異

な
っ
て
、
労
働
条
件
の
決
定
に
積
極
的
に
関

与
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
昨
年

三
月
に
「
東
急
観
光
」
を
買
収
し
た
投
資
フ

ァ
ン
ド
が
組
合
員
へ
の
一
時
金
支
給
な
ど
を

拒
否
し
、
労
組
が
投
資
フ
ァ
ン
ド
運
営
会
社

に
団
体
交
渉
を
求
め
た
が
、
同
社
が
こ
れ
に

応
じ
ず
、
労
組
は
不
当
労
働
行
為
の
申
し
立

て
を
行
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
で

は
、
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
等
に
よ
り
買
収
さ
れ

た
企
業
の
労
使
関
係
に
関
す
る
研
究
会
（
座

長
・
西
村
健
一
朗
京
都
大
教
授
）
」
を
五
月

二
七
日
に
立
ち
上
げ
、
①
投
資
フ
ァ
ン
ド
等

に
よ
る
被
買
収
企
業
の
労
働
条
件
決
定
へ
の

関
与
等
労
使
関
係
の
実
態
②
投
資
フ
ァ
ン
ド

等
の
団
体
交
渉
当
事
者
と
し
て
の
使
用
者
性

の
判
断
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

来
年
一
月
中
を
目
途
に
と
り
ま
と
め
を
行
う

予
定
だ（
４
）。 

 

投
資
フ
ァ
ン
ド
が
買
収
先
の
社
員
の
労
働

条
件
変
更
な
ど
に
つ
い
て
、
事
実
上
の
権
限

を
持
つ
場
合
は
、
「
使
用
者
」
と
し
て
労
働

組
合
と
の
交
渉
に
応
じ
る
必
要
も
出
て
く
る

た
め
だ
。
労
働
組
合
法
で
は
「
使
用
者
」
は

労
組
な
ど
と
の
交
渉
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な

い
と
定
め
て
い
る
。
使
用
者
の
条
件
は
判
例

に
基
づ
き
判
断
さ
れ
て
お
り
、
法
律
な
ど
で

明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 

 

厚
労
省
は
、
こ
れ
ま
で
議
論
し
て
こ
な
か

っ
た
新
た
な
類
型
の
持
株
会
社
等
（
主
に
企

業
買
収
に
よ
り
事
業
拡
大
を
行
う
事
業
会
社
）

の
「
使
用
者
の
有
無
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を

明
確
に
し
た
い
考
え
だ
。 

 

研
究
会
で
は
労
使
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
、
被

買
収
企
業
な
ど
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

実
態
把
握
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
例
を
実
態

調
査
す
る
な
ど
し
て
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
検
討
す
る
。 

   

労
組
の
役
割 

　
こ
の
よ
う
に
法
制
度
の
整
備
や
最
近
の
企

業
買
収
の
動
向
を
み
る
と
、
企
業
組
織
再
編

は
ま
す
ま
す
活
発
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
際
、
労
働
者
の
雇
用
、
労
働
条
件
を
確

保
す
る
た
め
、
労
組
の
果
た
す
役
割
が
重
要

性
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、

経
営
側
か
ら
の
事
前
の
情
報
提
供
は
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
経
営
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
企
業
組

織
再
編
は
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め

ら
れ
る
な
ど
、
組
合
の
関
与
が
難
し
い
面
が

あ
る
。
常
日
頃
か
ら
経
営
に
関
す
る
情
報
の

収
集
、
分
析
、
そ
し
て
健
全
な
労
使
関
係
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
え

そ
う
だ
。 

  

　 

〔
注
〕 

 

１
　
会
社
分
割
の
際
の
労
働
契
約
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、
「
会
社
の
分
割
に
伴
う
労
働
契
約
の
承
継

等
に
関
す
る
法
律
」
（
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
施
行
）

に
よ
り
、
労
働
者
と
の
協
議
の
義
務
づ
け
な
ど
労
働

者
保
護
の
た
め
の
規
定
が
整
備
さ
れ
た
。 

 

２
　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
2.m

hlw
.go.jp/kisya/rousei/20000 

210_01_r/20000210_01_r_betten.htm
l 

　
３
　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/shingi/2002/08/s08 

22-3.htm
l 

　
４
　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.m

hlw
.go.jp/shingi/2005/05/s05 

27-8.htm
l 

　
「
持
株
会
社
解
禁
に
伴
う
労
使
関
係
懇
談
会
」
中

間
と
り
ま
と
め
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
四
日
）
で

は
、
純
粋
持
株
会
社
に
お
い
て
使
用
者
性
が
推
定
さ

れ
る
可
能
性
が
高
い
典
型
的
な
例
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
（
一
）
純

粋
持
株
会
社
が
実
際
に
子
会
社
と
の
団
体
交
渉
に
反

復
し
て
参
加
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
場
合
、
（
二
）

労
働
条
件
の
決
定
に
つ
き
、
反
復
し
て
純
粋
持
株
会

社
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場
合 
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